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曲目解説プログラム
シ ン フォ ニ ア

ジオヴアンニ・バツテイスタ・サンマルテイーニ（1701～1775）作曲’
1．サン､マルティ'一ニ

シンフォニア･……･………･…………．．…･…………卜長調

アレグロマノンタント

グラーヴェ

アレグロアッサイ

メヌェット

独学で教会オルガン奏者となると共に教会音楽を作曲，後，器楽作曲に興味を持

ち， 1734年に最初の交響曲を，作曲， ミラノを舞台に活躍した。当時イタリヤでは交

響曲のメヌエットを第4楽章に置くことが多く，彼もこの形式をよく用いた。この

曲は，第1楽章，後の3部分ソナタの形式を用いた古いバロック風の楽想，第2楽

章，第3楽章への序奏的な短いグラーヴェ，第3楽章， ジーグのような楽想，第4

楽章， メヌエットからなっている。

ヴァイオリン協奏曲
I. →、イドン

ヴァイオリン協奏曲…………･………．．……第1番ハ長調

アレグロモデラート

アダージオ

プレスト

ヨーゼフ・ハイドン（1732～1809）作曲

1732年にオーストリアのローラウに生れ，少年合唱隊に入ったりしていたが，遠

縁の者から音楽の手ほどきを受け，本格的な勉強を始め，オーケストラの楽長など

しながら，作曲活動を行った。彼は1762年から69年までに5つのヴァイオリン協奏

曲を書いたといわれるが，ハ・ 卜・イ長調の他は，彼の作であるかどうか，はっき

りしない。第1番ハ長調は，いくつかの多くの主題が連続的に書かれており，彼の

ヴァイオリン協奏曲中，最も美しく魅力的である。Ⅲ、ヴィヴァルディ

チェロ協奏曲……･…．．…･…………………………･･ホ短調

ラルゴ

了レグロ

レントェエスブレッシーヴォ

ヴィヴァーチェ

チ ェ 口 協奏曲

アントニオ・ヴイヴアルデイ （1675～1741）作曲

避かな創作力であらゆる楽器の曲を数多く作った彼も，チェロの曲は極く少ぃ。

この曲の原曲は，作品14のソナタ6曲に'.， 5番目のもので，従って，他の協奏曲と

は燐造がちがい，他｡協奏曲が弦楽合奏が主題を提示し，次に独奏の挿入部があっ

て，最後に開始主題が合奏で反復されるのとちがって，独奏のチェロが全曲殆んど

絶えまなくその美しい音色で歌っている。

IV.ヴィヴァルディ

合奏協奏曲（レストロ アルモニコより）

アレグロ

ラルゲット

了レグロ

《
口 奏 協 奏曲

作品3の9二長調 7'ントニオ・ヴイヴアルデイ （1675～1741）作曲

非常に数多くの作曲をした彼は，弦楽合奏曲もまた沢山書いた。このレストロ

アルモニコは， ’2曲をセットとした合奏協奏曲であるが，彼自身でレストロアル

モニコ（罪和ﾌとれと詩）と名づけたように，袖'美しい詩情にあふれている。レ

ストロ ー1'ルモニコは, 1･4．7･10が4つめヴァイオリンのため, 2｡5．8｡11が

2つJ>ヴァイオリンq,ため, 3･6･9･12が1つJ)ヴァイオリンのための協奏曲で

この9番や6審は非常に有名である。

’

V.モーツアルト

喜遊曲

’

二長調K.136

喜 遊 曲ﾌ'レグロ

フ・ンダ・ンテ

r7' l/スト
ヴオルフガング･フ'マデウス° ･モーツ了ルト（1756～1791)作曲

1772年にザ'I､､ﾉｰﾙｹで書いた3つり宮遊曲J31"|j!J)ものであI), rE･の時代の

エレザントな感じと，彼自身欲成長を,示す若さ｢と才ﾐ(にあふれた美しい曲である。

第1楽章，後J,弦楽IIq喧提曲と同じ,ように，第1Lz¥2のヴァイオリンをときどき

応答的に歌ｵ)せている。語2褒章，情熱的で， 1悲惜的なぱどに美しい。第3楽章，

ス々ツカートとレガートの対照，陽ﾐ(な第21弧を唯にし,， ｜撰開部を追復曲風に苫

いている。
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r;1927.年京部｢|ﾕに生れる。

中学時代よりクラリネットをはじめ，のちオーボー，

指揮の勉強をし， 1948年より6年間京都高校連合オー

ケストラの指揮者となる。またコン七一ルヌウボウで

オーポーを吹さ，現在は京郁弦楽団の指揮者として活

動巾，本職は加茂川巾学校の理科の先生。
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弦楽団の生い立ち
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戦俊の混』L時代1こ鈴木波一氏に､kって提咄された才能災1了法による子供/ご歯癖｡f;幡嘩

が， 各地に設けらｵlましたことはずでにご職知のことと恩いま十。京邪でも10tf前'二， 『ﾝ,

ァ 1'オリン疑晨が生れました。 この活動によって，すぐれた子供たちのヴァイオリン挺

老が，沢山できました。しう‘し， この子供たちの腕を,ふるうべき弦楽詞がありまぜA_・ぞ

こで京都では， 3牢前に-Fエロ¥:催､認ﾅ， ようやく昨年1二!ま弦楽団と､結成十る二とかでき

たのです。結戎従わずかf年に1-ﾉかﾅ質りま』』-人か，過去10年間フゴ拱たちの絶えまﾅXい嬢

力か噛7竜なって， ′'?i 1 ,初め-〈卓fl";慰号楽琴f家 J>皆さん1二， ご､按朧一j-ることかできる

kうになりまし,た。 二沈西|-1本で唯一め子供弦楽国を温く育ててくださるよう， しkとえに
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新井 党

1932年長野県飯田｢脂に生れる。

1944年松本『|:に稜燈し,，鈴 1鍵一氏Iこ師無， 9年間同

門|､妻でヴア イすりン②修業をし， 1952年才籠教育研究

会京都支部指導者を命じらｵL今日1こ至る。室六楽を得

意とし，中学時代より， セロリ 12討氏と共'二弦楽四重

奏団を組み，現在は京都弦楽団でコン汁一トマスター

とし‘て活躍している。

オラ藤い申しあげます。
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L14理代

1932年松本II;1ニノ上る。

1950年よい-(:1 1を､ザ:<ぐ，翌年東京』-‘術大学-LIT I 1小沢

撒’茶に‘､､ろ。

1954年東京フィルハーモニー交響楽団に!､けIL, -ﾉﾉ･ザ

ノlス| 1 11 1,1/I藤良雄氏!こ''|'”， ．h1．年)能撒肯研『先会肖1郡

支部に招かれ，現{'曰.弟山育成Iこ当つ･(~いる。

米 ｜泉 徹 jい催俊介テエL］

| I I I1{{ (Ji(M)コン｜、ラパス

L






